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注　　意

はじめに

●このくすりは『医療用麻薬』です。必ず担当の医師または薬剤師の
指示に従ってご使用ください。

●患者さん本人以外は絶対に使用しないでください。また、他の人に
渡さないでください。

●入浴時間を考慮し1日1回時刻を決めて貼り替えてください。

●担当の医師の指示なしに使用量（貼る枚数）を変更することは絶対
にしてはいけません。

●このテープをハサミなどで切って使用しないでください。
●傷口あるいは皮膚に異常があるところなどには貼らないでください。
●何か異常が認められた場合には、担当の医師または薬剤師に相談
してください。

●テープを貼る場所を決めます。胸部、腹部、上腕部、大腿部などに貼ってください。
貼る部位は毎回かえてください。
●あらかじめ貼る部位を清潔にしてください。このとき石けん、アルコール、ローションなど
は使用しないでください。また、水分や汗をよく取り除いてください。
（くすりの有効成分の皮膚からの吸収に影響することがあります。）
●なるべく体毛のないところに貼ってください。体毛が濃い場合は、カミソリを使わずハサミ
で短くカットしてください。

“①ここから開封してください”と書いてあるところ
　から手で破ってください。

“②つぎにこちらを開封してください”と書いてある
　ところを破ってテープを取り出してください。

テープを貼る日にちと時間を記入してください。
（テープ表面の◯月◯日◯時と書いてあるところに
直接記入できます。）

テープには透明なフィルムがついていますので、「ここ
からはがす」と表示されたフィルム面を上にして
かるく半分にまげ、片方のフィルムをはがしてください。

透明なフィルムを取り除いたテープの半分を貼って
ください。次に、残りの半分を貼ってください。

粘着面にふれないでください。

テープを貼った後は、
手のひらでしっかり
押さえてください。

テープを貼った後は
水道水で手をよく
洗ってください。

ペン・ボールペン・鉛筆等で直接記入することができます。
水性ペンの場合は速乾性に劣るのでご注意ください。

の使い方 ※「　　　　　　　 」は本文中では「テープ」と表記しています。
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を使うときの注意
※必ず使用前に読んでください

使用するときの注意

※「　　　　　　　 」は本文中では
　「テープ」と表記しています。

その他、このくすりに関するお問合せは担当の医師または薬剤師にお尋ねください。

■患者さん本人以外は絶対に使用しないでください。
■次のような場合は医師または薬剤師に相談してください。
（1）40℃以上の発熱がある場合

40℃以上の発熱がある場合、体内に吸収されるくすり
の量が増え過ぎることがあります。

（2）妊娠している、または妊娠の可能性がある場合
くすりが胎児に影響することがあります。

（3）授乳中の場合
くすりが母乳に移行し、乳児に影響を与えることがあります。

（4）他に服用しているくすりがある場合（薬局で買ったくすり
も含みます。）
他のくすりと併用することにより、くすりの効果などに
影響することがあります。

■テープを貼った部位が熱源に接しないようにしてください。
（電気パッド、電気毛布、カイロ、加温ウォーターベッド、
赤外線灯、集中的な日光浴、サウナ、湯たんぽ、こたつなど）
体内に吸収されるくすりの量が増え過ぎることがあります。
■入浴する場合は長時間あるいは、熱い温度を避けてください。
体内に吸収されるくすりの量が増え過ぎることがあります。
■テープの使用中は車の運転など危険な機械の操作は避け
てください。
くすりにより眠気、めまいが起こることがあります。

副作用に関する注意
■次のような症状があらわれた場合は、すぐにテープをはがし、
医師に連絡して指示に従ってください。
（1）呼吸が苦しくなる、不規則になる、浅くなる、遅くなる

などの、呼吸が異常になる症状。
（2）意識が薄れる、意識がなくなるなどの症状。
（3）顔色が悪くなる、冷や汗が出る、脈が弱くなる、速くなる

などの症状。
（4）筋肉がひきつる、けいれんをおこすなどの症状。
（5）不安になる、混乱する、いらいらするなどの症状。

フェントステープを捨てるときの注意
■テープの粘着面が内側になるように貼り合わせてから廃棄
してください。
子どもまたはペットがさわれない場所に廃棄してください。
使用済みのテープでも重大な影響を及ぼすことがあります。
■使用しなかったテープは病院または薬局に返却してください。

フェントステープの保管方法
■未使用のテープは包装袋を開けずに、子どもまたはペット
がさわれない、高温にならない所に保管してください。
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